
すみれだより 
                                      ２０２３．５．１ 

 新年度が始まり、１カ月が経ちました。４月は子どもたちそれぞれが環境の変化を感じて不安や緊張

している姿も見られましたが、新しい保育者、環境での生活にも少しずつ慣れてきて自分の思いや気持

ちをしっかりと出しながら過ごしてくれています。そんな一人一人の思いを受け止めながらじっくりと

関わっていきたいと思います。まだまだ『すみれさん』と呼ばれることに慣れず、“たんぽぽちゃん～”

の呼びかけに反応してしまう可愛い姿もありますが、これから出会う新しい遊び、生活の中で少しずつ

すみれさんの生活を楽しんでくれたらと思っています。 

 

 
みてみて！み～つけた！！ 

園庭やお散歩に出ると、暖かさや気持ちよい風を感じながらたくさん体を動かして遊んでいる子ども

たち。ふと、空を見上げて「あっ！！」と何かを見つけたお友だちの目線の先には、飛行機雲！ 
また、しゃがんで地面を見つめるお友だちは小さなアリさんを発見！周りのお友だちもみんな集まって

きて、「アリサン ドコ？」 「コッチ！」とお友だちとお話を楽しみながら、しばらくジーっと観察し

て楽しむ姿がありました。子どもたちの興味や関心を一緒に楽しみながら、過ごしていきたいと思いま

す。またお散歩ではお友達と手を繋いで歩くことを楽しんでいます。今後は少し距離も伸ばしていきた

いと思っています。ご家庭でもお休みの日に、手を繋いでお散歩へ行く機会なども持っていただけたら

と思います。                           

 
                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊お願い＊ 

・衣服のサイズ確認をお願いします。子どもたちが自分で脱ぎ着しやすいサイズ（少しゆとりのあ

るもの）、ズボンは半ズボンでお願いします。 

・園庭やお散歩に出る機会が増えていますので、毎日引き出しの中の衣服、靴下の補充をお願いし

ます。また気温が高い日もありますので、半袖シャツも入れておいてください。 

…絵本紹介… 

 電車や乗り物の絵本を出すと喜ぶ

子どもたち。どれ読む？と聞くと「カ

ンカン！」や絵本に出てくるフレーズ

で伝えてくれます。繰り返しの言葉が

出てくる絵本は、次の展開を一緒に考

えたり、ドウスル？とお友だちとわく

わくしたりと楽しんでくれています。 

絵本を通してドキドキしたり、わくわ

くしたりするこどもたちです。 
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